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《小特集》

セ ル ラ
ー

シ ス テ ム における動的チ ャ ネル 割 り当て

秋　月 治
＊ ・六 浦 光

一 ＊ ＊

　ABSTRACT 　In　this　paper，　we 　discuss　a 　Cellular　S＞
・stem ，　especially 　Dynamic 　Ghannel　Assignlnent　scheme ．　Befbre

discussi【］n　of　a　Cellular　System ，　we 　explain 　Multiple　Access　protucols　in　Frequency　Domain 　ancl 　Timc 　Domain 　which

are　used 　Ln　each 　ccll 、　Thcn ，we 　d三scuss 　Cellular　Syt　tem 　and 　introduce　scveral 　Dynamic 　Chttnnel　Assignment　schemes ，

which 　ca ロ enhan 匚e 　spectral 　e伍clency ．

1． は じ め に

　近 年，携帯型情報機 器 の 登 場 や ，マ ル チ メ デ ィ ア 通

信 の 急速 な 発展 に 伴い ，移動体通信 に お い て も音声だ

け で な く，画像
・デ ー

タ 等多様 な メ デ ィ ア の 伝送に 対

す る要 求が 増加 して お り，無 線 ネ ヅ ト ワ
ー

ク に 対す る

需要が 急速 に 高 ま っ て い る匸
〜6〕．無線網に お い て ，通

信路の 利用効率 を 向上 させ ，多数の 一＝一ザ ー
に サ ービ

ス を 提供 す るた め に ，多元 接続は 重要な技術で あ る．

多 元接続の 手法 と して は ，周波数領 域 ，時 間 領 域，空

間領域 の 技術が あ り，こ れ まで に 多くの 方式が 提案さ

れ て い る．

　 セ ル ラ
ーシ ス テ ム は ，代表的な空間領域 の 多元 接続

技術 で あ り，全 域を セ ル と呼ぶ 小地 域 に 分割 し，地 理

的に 離れ た 複数 の 地点で ，同
一

の 周波数，時間で の ア

ク セ ス を 可 能 に す る もの で あ る
7’…／］）．セ ル ラ

ーシ X テ

ム は 同
一チ ャ ネ ル を離れ た 地点 で 繰 り返 し用 い る こ と

に よ り，チ
ャ ネ ル の 利用効率 の 改善を 図 っ て お り，セ

ル の サ イ ズ が 小 さ くな るに従 っ て ，チ ャ ネ ル の 利用効

率が 向上 す る ，しか しな が ら，セ ル サ イ ズ を小 さ く し

た 場合 ， 移動端末が セ ル の 境界を横切 る際 に ハン ドオ

フ と呼ば れる チ ャ ネ ル の 切 り替 え が 多発す る こ と とな

り，高速移動端末に 対 して は セ ル サ イ ズ を極端 に 小 さ

くす る こ とは 困 難 で あ る．従 っ て，高速 端末 と低速端

末 に 対 して 同
一

サ イ ズ の セ ル を割 り当 て る場 合，低速

端末に 対 して も大 ぎな セ ル を割 り当て る こ と と な り，

手 ヤ ネ ル 利 用 効率の 改善が 制限 され る．また，各セ ル
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幸

宮城大学事業構想学部 デザ イン 情報学科
＃

信州大学経済学部

に 特定 の チ ャ ネ ル を 固定的 に 割 り当 て た場 合，各 セ ル

内の ト ラ ヒ ッ クが 均
一

で な い 場合に は，低 ト ラ ピ
ッ

ク

の セ ル で 使用 さ れ な い チ ャ ネル が 発生す る
一

方 で，高

ト ラ ピ ック の セ ル で は 呼損や 強制切断が多 発す る等 の

問題が あ る．こ れ らを改善す る こ とを 口的 と して，近

年， ト ラ ヒ ッ ク に 応 じて ， 動的 に チ ャ ネル 割 り当て を

行 う方式や，セ ル の 階層化 を行 う方式が提案 され て い

る．

　本論文では，第 2章で 周波数領域 ， 時間領域 の 多元

接続 技術 の 概要を 述べ た 衝 第 3章で ，セ ・レ ラ
ー

シ ス

テ ム を説 明す る．ま た ，各セ ル に 特 定 の チ ャ ネ ル を固

定 的に 割 り当て た 場合に 発生 す る問題 点を例 を 挙げて

説明 し，こ の 対策 と して こ れ まで に 提案 され た動 的 チ

ャ ネ ル 割 り当 て 方 式 を紹介 す る ．

2．　 多元接続技術

　本章 で は ，まず最初に 周波数領域 の 多元 接続 技術で

あ る 周波数 分 割多元 接続方式 （FDMA ： Frequency 　Di−

vision 　Multiple　Access ） に つ い て 説明 し，次 に 時 間 領

域の 多元接続技術 と して ，こ れ まで に 提案 され て い る

代表的な ア ク セ ス 方式 に つ い て解説す る．

　2．1 周 波数分割多元接続 方 式

　FDMA で は ，帯域を 周 波数領域 で 分割 し，チ ャ ネ

ル を 別 々 の 周 波数帯域 に分け，それぞれの チ ャ ネル を

異 な る 移 動 局 に 割 り当て る こ とに よ り多元 接続を 図 っ

て い る 、チ ャ ネ ル 間 に は ガ ー ドバ ン ドが設け ら れ，隣

接す る チ ャ ネル か らの 信号が 干渉に な らな い よ うに 設

計 され る．FDMA は ア ナ P グ セ ル ラ
ー
方式 の 自動車

電 話 ，携帯電話等に 広 く用 い られ て い る ，FDMA で

は 多元接続 の 手順 及 び 設備構成が 比 較的 簡単 で ，広 く

実 用 化 され て い る ．しか し，チ ャ ネ ル の 設定変更に 対

す る 柔軟性 が 乏 し く，チ ャ ネ ル の 効率も低 い ，セ ル
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〔b） ス ロ
ッ ト付 き ア 卩 ハ 方 式（S．ALOHA ）
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’
ransmission 　failure　by　paじket　collision

　 蹣 C ・・i・ a ・e ・ ・i・g

図2　 搬送波検知方式

図 1　 ア μ ハ方式

、a、e−，一 齷1：
C、，鈩 2鹽 麗 翻＿ ＿＿國驪驪翹＿＿＿ 圜 ：：

ラ
ー

シ ス テ ム に お い て は ，隣接 セ ル か らの 十 渉 を防 ぐ

た め，隣接 セ ．・L で 異な っ た 周波数 を 割 り当て なければ

な ら な い ，

　2．2　時間領域 の 多元 接続技術

　時間領域 の 多元接続技術 と して ，二 れ ま で に 提案 さ

れ て い る プ 卩 ト コ ル に つ い て 考察す る と，ラ ン ダ ム ア

ク セ ス プ ロ ト コ ル の よ うに 各端 末 が 独 自 に チ ャ ネ ル を

獲得す る 分散制御方式 と，制御局に よ リチ ャ ネ ル 割当

を管理 す る 集中制御方式があ る．代表的 な ラ ン ダ ム ア

U セ ス プ Pt ト コ ル で あ る ALC ）HA 方 式 1’／．1「〕で は ，図

1に 示 す よ うに ，各 ユ ・．ザ ・．が 他 の ユ ーザ とは 独 立 に

ラ ン ダ ム に
バ ケ ッ トを送信す る ため，衝突 の 確率が極

め て 咼 い ．

　 こ の 解決策 として ，各ユ
ーザ ーが チ ャ ネ ル の 利用状

況を 調べ ，衝突 を 避け て 送信す る ，「搬送波検知 方式

（CSMA ： Carrier　Sense　Multiple　Access ）」
la−］njが 提案 さ

れ 広 く使 わ れ て い る．CSMA で は ，図 2 に 示す よ う

に ，各ユ・．ザ が パ ケ ヅ ト送信時 に 搬送波 を検知 して ，

他 ユ ーザ ー
に よ っ て チ ャ ネ ル が 使 われ て い る か を チ ェ

ッ
ク し．チ ャ ネ ・L が 空 い て い る 時 に 送信す る，しか

し，チ ？ ネル の 状態を 検知 して い るの は バ う
一

ッ ト を送

信す る 以 前 で あ り，AI ．OHA 方式 と 比較す る と 低 い

確率 で は あ る が 衝突は 起 こ る ．さ ら に ，CSMA の 性

能 は 伝搬遅延 に よ る 影響 が 大 ぎく，網域 が 広大 に な

り，伝搬遅延 が 無視 で きな くな る と，チ ャ ネ ル の ビ

ジ
ー
状態 が 遅れ て 伝わ る た め ，ス ル ープ ット件 能 は 急

激 に 劣化す る，

　
一
方，集中 制御方式 て は ，図 3に 示 す 「時 分 割 マ ・し

チ ブ ル ア ク セ ス 方 式 （TDMA ： T ・me 　Division 　Mu 玉tiple

A 〔
・cess 〕」

1D’−Ltl）が あ る ．　 TDMA て
’
は ，各 x 卩

ッ ト を

二・一ザー
毎に 割 り当て て お り，衝突が 起 こ る こ とが 無

い ．し た が って ，各端 末 が
一

様に メ ッ セ ・．ジ の 送 信 を

行 う場 合 （Case −D に は 良 好 な特性 を 得る こ とが で

Case−3− ：：

壓霾邏IData　packe1

　図　 Guard　timc 〔Max ．　propagation　delay）

図 3　 時分割マル チ フ

．
・しア ク セ 1・万式

き る、 しか L ，TDMA で は 各 端 末 の 負 荷 に 無 関 係 に

ス ロ
ッ ト割 り当て を行 うため ，メ ヅ ヒ ージの 送 信 を 行

わ な い 端末が存在す る場 合 （Case −2） や，各端末 の

送 信 メ
ッ
．ヒ ージ 長 が 均 等 で な い 場 合 〔Case−3〕 等 ，

各端末の ト ラ ヒ
ッ ク に 変動 が あ る場 合に は ，空 で 費や

され る ス P 、
ソ トか 増加 し，チ ャ ネル の 利用効率 が悪 く

な る．ま た，送 信 を 開始す る た め に は ，自端末 に 割 り

当て ら れた ス 卩
ッ トまで 待機す る 必要が あ る た め ，平

均遅延時間が 増大 す る ，

3．　 セ ル ラーシ ス テ ム

　
一
ヒ ル ラ ーシ ス テ ム は ，代表的な空 間 領 域 の 多 元接 続

技術で あ る ．図 4に 示 す よ うに ，全 域を セ ・レ と呼ぶ 小

地 域に 分割 して ，各セ ノレ 内で の 送信電力を抑制 〔．，捕

提 効 果 剛 を 用 い て ，地 理 的 に 離 れ た 複数 の セ ル で ，同

一
の チ ャ ネ ル を 繰 り返 し用 い て お り，チ ャ ネ ル 利用効

率が ぎわ め て 高 い 方式で あ る．干渉を 避げ る た め に 隣

接す る セ ル に は 異 な った無線チ
ャ ネ ル を割 り当て ，図

の 例 で は チ ャ ネ ノL の 繰 り返 し単 位は 7 とな っ て い る，

セ ル ラ ーシ ス テ ム で は ，各 セ ル に ．単
．’

また は 複 数 の

基地局を置き．各基地 局に 利用 可能な無線チ ャ ネ ル を

配 分 す る．セ ル 内 で ぽ ，FDMA あ る い は 時間領域 の

各 種 プ 卩 卜 コ ル を 用 い て 多 元接 続 を実現 して い る．

　 セ ル ラ ー
ノ ス テ ム に お い て は ，セ ん サ イ ズ を 小 さ く

し．チ セ ネ ル の 再利 用 同 数 を増加 させ る 二 とに よ り．

チ ャ t・　IL 利 用効 率 を 向 上 させ る こ とが で ぎ る，しか し

な か ら，セ ／L サ イ ズ を 小 さ く L た 場 合，移動端末 が セ
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図 4　セ ル ラ ー
／ X テ ム
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図 5　複合 型 セ ル ラ ー
方式

ル の 境界を横切 る 際 の ハソ ドオ フ と呼ばれ るチ ャ ネ ル

の 切 り替え が 多発す る こ と とな り，高速移動端末 に 対

して は セ ル サ イ ズ を極端 に 小 さ くす る こ と は 困 難 で あ

る．従 っ て ，高速 端末 と低速端末に 対 し て 同
一サ イ ズ

の セ ル を割 り当て る場合，低 速端末に 対 して も大きな

セ ル を割 り当て る こ ととな り，チ ャ ネ ル の 再利用 同 数

が 制 限 され る ．また ，各セ ル に 特定 の チ ャ ネ ル を 固 定

的に 割 り当て た 場合，各 セ ル 内の トラ ピ ッ クが均
一

で

な い 場 合 に は ，低 トラ ピ
ッ ク の セ ル で 使用 され な い チ

ャ ネ ル が 発生 す る
一

方 で ，高 ト ラ ピ
ッ

ク の セ ル で は 呼

損や強制切断 が 多発す る等 の 問題 が あ る．こ れ らを 改

善す る こ と を 目 的 と して ，近年， ト ラ ピ
ッ

ク に 応 じ

て ，動的 に チ ャ ネル 割 り当 て を 行 う方式や，セ ル の 階

層化を 行 う方式 が提案 さ れ て い る，

　 以下，3、1節 で は 端末 の 移動速度 や 地 理 的 な ト ラ ピ

ッ ク の 偏在に 対応 した ゾ
ー

ン 構成法を紹介 す る，また ，

32 節 で は セ ル ラ
ーシ ス テ ム の チ ャ ネ ル 割 り当 て 法 を

紹 介 す る．

　 3．1　 ゾー
ン構成法

　移動速度の 異 な る端末 を 収容す る セ ル ラ
ーシ ス テ ム

と して は，図 5 に 示 す よ うに ，サ イ ズ の 異な る 2 種類

の セ ル を重ねて ，高速端末に 対して は サ イ ズ の 大きい

セ ル （Macr 。　Ccll） を割 り当 て ，低 速 端 末 に 対 して は

サ イ ス の 小 さい セ ル （Micro　Cell）を 割 り当て る こ と

に よ り，高速 端末の ハン ドオ 7 回 数を 増加 させ る こ と

な く，同時 に 低速端末用 の マ イ ク 卩 セ ル の チ ャ 不 ル 再

利用回 数 を 向上 さ せ る 複 合型 セ ル ラ ーシ ス テ ム が提案

され て い る
21）．

　 また ，地 域 に よ る トラ ピ
ッ

ク の 偏 りに 対応す る 方式

と して ，基 地 局 の 建設 コ ス トを抑 え な が ら，必 要 な チ

ャ ネ ル 容量 を提供す る こ とを目的 に ，図 6に 示す 「マ

イ ク ロ ！マ ク 卩 オ
ーパ ー

レ イ シ ス テ ム （Mlcro−Macro

Overlay　System）」2些）力玉提 案 され て い る．こ れ は ，図に

示 す よ うに ，都市部の よ うな サ ービ ス 需要の 高 い 地域

図 6　マイ ク ロ ！マ ク ロ オ
ーパ ーレ イ シ ス テ ム

に の み マ イ ク 卩 セ ル を 割 り当て ，低速端末 に 割 り当て

た マ イ ク P セ ル と高速端末用 の マ ク 卩 セ ル で チ ャ ネ ル

を 共 用 す る方式 で あ る ．

　チ ャ ネ ル 利用効率の 向上 を 目的 と して ，「リ ユ
ーズ

y ：・一一テ ィ シ ョ
ニ ン グ 方 式 」

25｝が 提 案 され て い る．こ れ

は，図 7に 示 す よ うに ，基地局 か らの 距離 に 応 じて 送

信電力を 制御す る こ と に よ り，各 マ ク ロ セ ル 内 に 仮想

的なマ イ ク ロ セ ル を 配置 し，内側 の セ ル に 関 して は ，

チ ャ ネ ル の 繰 り返 し単 位 を 小 さ くす る もの で あ る．図

の 例 で は ，外側 の セ ル の チ ャ ネ ル の 繰 り返 し 単位 が

7，内側 が 3 とな っ て お り，全 体 を チ ャ ネ ル の 繰 り返

し単位 が 7 の セ ル で 構成 す る場 合 と比 較 して ，チ
ャ ネ

ル の 利用効率は 1．33倍改善 され る．

　3．2　チ ャ ネル 割 り当て 法

　 セ ル ラ ーシ ス テ ム の チ ャ ネ ル 割 り 当て 法 は ，「固定

チ ャ ネ ル 割 り当て 法 （FCA ： Fixed 　Channel　 Assign−

ment ）」と「ダイ ナ ミ ッ ク チ ャ ネ ル 割 り当 て法 （DGA ：

Dynamic 　 Channel 　 AssLgnment ）」 に 大別 で きる．前者

は ，各 セ ル に 特定の チ ャ ネ ル を 固定的 に 割 り当て る も

の で あ り，後者 は 各セ ル の ト ラ ピ
ッ

ク 等 の 状況に 応 じ
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図 8 　固定 チ ャ ネル 割 り 当て 法
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（a）tr−Ta

一
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黌
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黌

孫

馨
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図 9　 9 イナ ミ v ク ＋ ヤ ネ ・レ割 り 当て 法

黌

て動 的 に チ ャ ネ ル 害1」り当て を行う もの で ある，全域で

3 チ
ャ ネ ル を繰 り返 し使用す る場 合を考え ，図 8，9

を用い て ，両 者 の 比 較 を 行 う．匸
一Ta に お い て 中 央の

セ ノし に 3 個 の ト ラ ピ ッ ク が 存在す る場 合，FCA で

臨 隣接す るセ ル で B ，c の チ
ャ ネ ・レが 使 用 され て い

な くて も，1 ユーザ ー
の み に チ

ャ ネ ル が 割 り当て られ

て い る ．こ 才h に 対 して ，D （〕A で は ， ト ラ ピ ッ ク の 発

生 した セ ル に 3 チ ャ ネ ん を 割 り当 て る こ と に よ り，3

t．L 一ザ ー
共 に 利用叮能とな っ て い る．しか L．な が ら，

（a）FCA （b）DCA

図10　ハン トオ 7 の有無

こ の 後，周辺 の セ ル で新た な トラ ヒ ・
． ク が発生 した 場

合，FCA で は B ま た は C の チ ャ ネ ル を 割 り当て る こ

と が 可 能で あ る の に 対 L ，DGA で は い ず れ の チ
ャ ネ

ル も割 り当て る こ とが で きtcい ．　 DCA は 比 較的低 ト

ラ ピ
ッ

ク の ネ ッ トワ
・一

ク で チ ャ ネ ル の 利用効率の 良 い

方式 で あ り，高 1・ラ ヒ
ッ ク の 場 合 に は FCA の 方が チ

ャ ネ ル 利 用効率が優2／て い る．

　 ダ イ ナ ミ
ッ

ク チ
ャ ネル 割 り当 て 法 の 他 の 利点 と し

て ，低 ト ラ ピ
ッ

ク 時に 一ン ドオ フ が 少な く で きる こ と

が 挙 げ られ る ．図 10か ら わ か る よ うに ，FGA で は 端

末 が隣接 セ ル に 移動す る 際に 常 に チ ャ ネ ル の 切 り替え

を要す るの に 対 し．DGA で は 隣接 セ ル で 「司
一

の チ ャ

t・　・L を 使用 し続け て も他 端末 との 干 渉が 発生 しな い 時

に は ，チ ャ ネ ル の 切 り替 え．を 要 しない ．

　 ダ イ ナ ミ
ヅ

ク に チ ャ ネ ル を 割 り当て る場合，制御局

で 集中的に 制御 す る 方法 と，各基地 局 で 自律分散 制御

す る 方法 が あ る ．前 者 で は ，各 セ ル で の チ ャ ネ ル 使用

状況 を管理 す る の に 対 し，後者で は ，各基地局 で セ ノし

内の 各チ ャ ネ 〆し の GIR ：Carrier　to　lnterfc・ence 　Ratioを

測定 す る こ とに よ リ チ
ャ ネ ル 割 り当 て を行 う，

　制御 局で 集中的に 制御す る方法 の 代表的 な もの に ，
FA ： First　Avallab］e 法

2圧レ〕が あ る ．こ れ は ，検索 順 序 に

従 っ て チ
ャ ネ’レ を検索 し，他端末 と f渉を起 こ さな い

最 初 に 見つ か っ た チ ャ ネ ル を割 り当て る もの で あ る．

こ の 手 法 は 処理手順 が簡単 で あ るがS 割 り当て の 際 に

各チ ャ ネ ル に つ い て干渉 の 有無を判断す る こ とが必 要

と な り，ま tt特定 の チ ャ ネ ル が 割 り当て られ る確 率が

高 くな る．干渉 の 判定 を行 う代 わ りに ，周辺 の セ ル で

使用 きれ て い るチ ャ ネル の 情報を使用 す る もの と して，

Channcl 　borrowing 法 z7 〕が あ る ．こ の 方 式 で は ，各
一ヒ

ル に 固定 法 と同様 に チ ャ ネ ’しを割 り当て て お ぎ， ト ラ

ピ
ッ

ク が 発生 した と きに 各セ ル に 割 り当て られ て い る

チ ャ ネ ル を使用す る こ とを原則 とし，割 り当て られ た

すべ て の チ ャ ネ ル が 使 用 中 の 場合に ，隣接 セ ル に 割 り

当て られ た チ ャ ネ ル を借用 して 使用す る．そ の 後，割

り当て られ た チ
ャ ネル が 空 き次 第，端末へ の チ ．

〒
，ネ ル

の 再割 り当て を 行い ，借用 した チ
ャ ネ ・レは 解放す る，
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また，端末の 移動方向を考慮 した チ ャ ネ ル 割 り当 て を

行 う，Moving 　Direction法 2s 〕，端末の 移動速度 に 応 じ

て ，複数の セ ル を 組 み 合わ せ て 論理 的な マ イ ク ロ セ ル

を構成 す る，Dynamic 　Mjcr・ cetl　F・rming 法
29）

等 の 提

案が され て い る．

　
一

方，各基 地 局 で 自律分 散制御す る 方法 で は ，他セ

ル との 競合を 抑制す る 方式が 提案 され て い る ．文献

24）で 使 用 され て い る，「チ ャ ネル 棲 み 分 け 法」で は ，

各基地局で ，チ ャ ネ ル の 使用状況 を観測 し，空 い て い

る チ ャ ネ ル の 割 り 当 て 優先順位 を 高 くす る こ と に よ

り，各セ ル が F渉 の 起 こ りに くい チ
ャ ネ ル を選択す る

よ う配慮され て い る．ま た，空間的 な 負荷分布の 時間

的 変勤 に 対 応 して チ ャ ネル 割 当 の 空 間 的分 布 を制 御 す

る こ と が で ぎる 方式が ，文献30） に 提案 され て い る．

本方式は，分散制御型 の 方式 で ある が，チ ャ ネ ル 割 り

当て に 際 して ，基 地 局 は 干 渉範 囲 内の 周 辺 基 地 局 と の

交信 に よ り，チ
ャ ネル 割当，チ

ャ ネル 転送 を制御す る．

　以 E述べ た，「固 定 チ ャ
．ネル 割 り当て 法 （FGA ： Fix−

ed 　Channel　Assignment ）」，「ダ
．
イ ナ ミ ッ ク チ ャ ネ ル 割

り当て 法 （DCA ： Dynamic 　Channel　Assignment ）」 の

性能比較を 行 っ た 報告 と して は，文献31）があ り，セ

ル 間 に
一．・

様 に チ ャ ネ ル を 固定 配分す る 方 式 FUCA

（Fixed　UnLform　Channel　Allocation），負荷 に 応 じ不 均

一
に チ

ャ ネ ル を 固定 配 分す る 方式 FNCA （Fixed

Nonuniform 　 Channel　 Allo （：ation ），負荷に 適応 して 動

的に チ ャ ネ ル を配分す る方式 DCA （Dynamic 　 Channcl

Allecation），DCA に 加 え て 同
一

周波数を時分割し複数

の 近傍 セ ・レ に 配 分 す る 方 式 DFTCA （Dynamic　 Fre・

qucncy1Time　 Channel　Allocation）に 関 して ，チ ャ ネ

ル 利 用 効率 を評 価 し て い る ．

4．　 お わ り に

　近年，携帯型情報機器 の 登場 や，マ ル チ メ デ ィ ア 通

信 の 急速 な 発展 に 伴 い ，移動体通信に 対す る需要が 急

速 に 高 ま っ て い る ．無線網に お い て ， 多元接続は 重要

な技術 で あ り，周波数領域 ，時間領域，空間領域の 方

式が 提案 され て い る ．セ ル ラーシ ス テ ム は ，代表的な

空間領域 の 多元接続技術 で あ り，同
一チ

ャ ネ ル を離れ

た地 点 で 繰 り返 し用 い る こ とに よ り，チ ャ ネ ル の 利用

効率 の 改善 を 図 っ て い る．

　本論文 で は ，各 セ ル 内で 使用 さ れ る ，周波数領域，

時間領域 の ．多元接続技術 の 概要を 述べ た 後，セ ル ラ ー

シ ス テ ム を説 明 した，また，各 セ ル に特定 の チ ャ ネ ル

を 固定的に 割 り当て た 場 合 に 発生 す る 問題点を 例を 挙

げ て 説明 し，こ の 対策として こ れ まで に 提案された 動

的 チ ャ ネル 割 り当 て ．方式 を 紹介 した ．
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